
の城壁にdl然存在する女格が仔在Lfjい城壁は奇児な

ものに映っ1=に遠いTiい｡女hiの存在しない城壁は句王

Jlf的fL防恥施豊臣でないことを端的に示すものである｡

悶鰍 こ稲IOOmの襟も肪al施設として般糾されたもの

でfLいことは苫FiAgれよう｡こうした写古根に弟づい

て事かれた払城であるから小学世非の桝 とは大きく

災ld-っている (写先12､図1JI).

写事12 7 /コール･トJ･4)城壁

6 古代都城の近代的変容En 校f:jg式築城の中

人は膳といえば､五校邦のようIi旦止形の城外が

.n._).い浮かぶのではないだろうか.この捜催式築城

とはt5LLr紀火から19Lu紀中朝にかけてヨー｡ッバで

党iBした頚城法で､肘松の死JrJをriくすためにfR膳を突出させてい

るのが特徴であるoそれまでの巾Ltrヨーロ ソバ

の城邦は郁IfT引田那する串Ll'iの城壁が主流を占めてい1=

｡ しかし､IL153年にオスマントルコの攻繋により

､ビザンチン帝国の召邸コソスタンチノープルが陥諮した｡このとき

オスマノトルコは火砲.施'r打という新型兵掛 こよる城壁攻撃を

おこ11㌧'たが､垂直の城壁はこうしたFr型兵器の前にI

LすすべもTJ.'く陥落したのであった｡こうしたオス

マントルコの分力拡 -̂は.ヨーt]ッ,.'止国をZX捷

させ.築城の転換が求められた｡聖ヨハネ鞘上川のJF換地ロー ド

ス砧は､1552叩､オスマントルコの位攻を受けて抑落する｡こ

こでは絶壁こそ指さないものの､城壁を低くEgくすると

いう改良が加えられていた｡一恕ヨハネ鞘⊥Ettは､
1530年にその本拠をマルタ仙 こ移し､校旗式の築城を脱

映 した.このように捜i浩式茶姑はヨーロ,バにおい

てオスマントルコの脅威から誕LkLl:鵠城技術であ
った｡ところが171Lr事己にILると三 1一昨戦'lrのようなノくBl幌li国際 戦'(･が激化し､王俄の強化が過行

する｡フランスではルイ14Lttがな域し､B1lE
のフラ/ ス史由国境を確定した｡ この国境地帯を防御するu的で



カにやってくるが､その光栄を知 って攻略 し､帖民地

化に成功する｡従米あったマラーJカ王国の城'Bを破損

し､新たri城瀕を旭放した｡絵図に措かれた城'Bは五

fq形の平面をしており､海側に突出した稜壁を石して

いた｡1641年､オランyはマラーJカを攻鍵 し､ついに

その植民地とすることに成功 した｡破壊された城雀は

増強され､Ill/コ島とセント･ジョンの6:に新たに要

塞が18枚された｡

台裾については2二笹で述べたように､イス,<ニ7と

オランyによる棲歴築城がおこなわれたのである｡

このように16-17Lu妃において求南7ジ7は､ヨー

ロッ,.'列強により植民地化されるわけであるが､その

位桝の段階で河口雅で搬市が旭設された｡そして､そ

の一頭に必ず控壁がfJ藁され､柾市や港湾を防初 して

いたのである｡

(3I ベ トナムの披!蓋式男城

次にベ トナムにおける検度式築城の導入経過につい

て見ておきたい｡

サイゴ/ (Blホーチ ミン市､以下同じ)は､7ラ/

スのイ/ド/ナ捜せ肘を小心に放射状に街路が整えら

れた術である｡このサイゴンが城避粘市であったこと

はあまり知 られていない｡1698年､コーチシナを併呑

した繋gJベ トナムは､その統治のためにay.定府を設政

する｡さらに､AFt化 (7エ)に都を定めたryt:王朝はLI.

定'trを放け､その'n城としてサイj'/に題定省城を築

いた｡

城内は方形に区岳されており､漫城私分が綾里とILっ

ている｡院 E朝は魚烈fi巾Eg文化の信奉者であり､古

邸のf#Riには中国の槌城制虻を採用 し､城壁にはフラ

ンスの摸歴を採用したものであっ1=｡さらにサイゴ/

には稜蟹式の崩定'G城の北方､サイj'/Jllへ西からそ

そぐ支流沿いに城壁が巡 らされていた｡当時の地Egで

はIlはiEの実山する城壁で､明らかに中国の城巷と同-

のものであら (図16､17)｡

ところで19Lu事己のサイゴノの地図では､窟定'tr城の

校旗の此奴隅に可互1}るように新たに四校弥となる綾王繁

の築かれていることが知 られる｡1858年､ナポレオ/

図



図17 必ii;'G城平面週 (事々文l扶12による)

3Ltrはスペ インと適合してベトナムへのu攻を鵬 し

､惣咋にはサイゴンを陥落させこれを拠点とした｡フランスはこの段階で威疋'n城を

廃し､新たにVq横郭を築いたものと35えられる｡

-JJ-､院 ,三朝の如となった帖化も悼甥式築城による

瓜城が築かれている｡玩JI朝は広病院氏般後の E､玩Fii7-

～(定王)の甥､玩hi映がフランス人三教師やAtJ兵の

揮肋を受け西山菜と戦い､1802年にベトナムを綻-した王

朝で13代143咋r;;)抜いた｡その古称佃化に王宮か屯えら

れたのは､LJ.隆 くずーロン)､PJl命 (ミソマン)

rii帝の時代である｡フォン川の｣ヒFPに内堀を方形に巡らせた王宮は小堺Lu非の一日の E'ilに

ふさわしく､T/nnの紫摂城をまねて築かれている./l門は王
宮のiE三rILlで､石当主｣二に二筋ほが汝けられている｡Fll

llコは3つあり､これも紫,禁城の午FILlt同じ形A:

である｡午rLFlの正面に大和蝦がたされ､正面三段のI
-;投 F左右には正一ln以 Fの位階を示す右往が並べられており､兼,Jp.!城をはL:め朝鮮王朝の於福宮勅正殿前

の石丑などと全く同じである｡平城宮跡からも石ttがLLl上しており､その人纏足前庭にも同tnの施設が存在

していた｡まさに小竹世邦の史限にEl本が位置し､繭

l掛こベトナムが旺牡していることを脚 Jに示している.さて､朋

化城のFQiにはフ*/川が流れており､LEEIヒrFliEl

はさらにこのフ*/川から槻FfrJされた3km円方の校によってIifほ れている｡この外滋のすぐ内側に24

の稜憎を突出させた水垢と城壁が築かれている｡また

､この絶壁の北東鞘には銑平台と呼ばれる放立した校旗I(の要'4Wi等かれている.このよう(1枚掛 こ守られた

内Plに

は､玩王朝のrT政横網が方形区面内に林立していた｡玩王朝が57'RにT71朝の制度をまね､5!布の任所であ

る王宮もそれにfiらったわけであるが､一方でその王3r.i

.'を守る外堀煙にはフラ/スの披鎌を導入したのであった

｡つまり院二E朝の榔城である頼化城や滋定'6城は(いlBl

lh-代からの郁城制を引き継ぎながら､外与哲に機堕を探If

lした烏は火影を放っている｡ATT二}アの伝統的拙rl了笠瀬と､ヨーローJバの近Ltl的拙rri普茶が同店した

わけである｡さらにベトナムにおける捜憶の築城は他の71

77諸国におけるは望eeE城がヨーローJバ諸国が植民地支配枚茄の郊一段階として行った榔rlfit設ではなく､

ベトナム王朝が自ら苓城したものであった (写鎧13､



写X13 7エ城珠の綾里と水葎図18 1帆化城､]･iTu図 (参考文脈10による)

tLH Ej本の校旗式築城さて､lコネ列砧

における披準の斗人は､磁永六年(1853)のJAはIの来航によ

る伽 ''王者偏のEl的で硝薬された仙台､缶鰍 こまず

採用された｡江戸湾防l削こ実かれた.,rL',川台上削ま､矩形

を並木とする平面f#超であり抜壁を位点したbので

ある｡さらに曲型的な足型障壁としては､苑子i/d台や西常砲台､

天保山台切で耕人されている｡しかし､fjんと言

っても五稜非の構藁が披整式築城の典型であろう｡日

米初秋集約により拓蛇が開港されると荷船代官所が泣

犯されることとなる｡これがいわゆる五拝外で､安牧田iF-

(I857)に古工され､慶応二時 ()866)に完成し

た｡五角形の足形按塁で､さらに接空相の凹$に半n

歴という独立した綾窪を5箇所設zLする計音であったが､実際には1箇所

に設けられたにすぎな かった｡ 妬

城



図19 rl綾部IFliB捕尼iElLgJ(参サ文献】8による)

このように8本の捜偲式築城は耕兼の海防とともに れており､砲眼が開かれている｡なかには女増の設け

導入されたが､その没IHこ日本人があたっていることは られたものも存在する (図20)｡

芸忘孟芸完 f:芸豊吉;L}T7芸警 :i';3<-:,7:芸 っ ;一二 二 = 二 二 二 ネ さ

玩王朝が築いてはいるが､その指導にフランス人があたっ

ていることはまちがいfLい｡El本の按摩は自国によって
設汁され､築城した例として評妬されるものである｡

(5) 乍氏糾急事の袖yJ

17-19世紀にかけて李氏朝鮮は江勺叩けr_明約におい

て故多くの砲台を築いているE,これらは12鎖盤､54他

台､8砲台と弥されている｡特に江華Rrtf梅LJJは長城

とも呼ぶべき長大な城壁を葵Lいていた｡

ところでこうした砲台には捷塁が全く認められない｡
乍



おそらく中国の冊封体制下にあり､鎖国に近い国策

を続けてきた李氏別解王朝のとった海防拓が､このよ

うな旧悠然とした砲台を遣らせ､ベ トナムやEl本のよ

うに西欧の築城技術､楼壁を導入 しTiかったのである｡

こうした旧位の支配体制から脱皮できなかったことが､

その後の別邸の近代的展開に大きくのしかかってきた

わけである0

7 おわUに

EtJ非Ltl卯は-7Jrでいうと､序列のLU'邪であった｡粥

肉社食のヨ-ロノJ<世界とは､対敵こ位FElする世非税

であるとも言えよう｡それは冊封によって決められた

坪列でもあった｡Elj国立補を瓜烏としたアジア的な主

従rH係こそがFFFl封体制なのである｡

特に明代以降に搬我となり､太祖抄∈武帝は即ムヒ後直

ちに周辺き別室=こ対して入日を促 し､これに応えたE蚕=ま

剛節､EF本､琉球､爪唖 (ノャワ)､過椛 (ノ十ム)､

三仏斉 (サ/プノセイ)､斬門答刺 (スマ トラ)､鵜刺

加 (マランカ)､安繭 (ベトナム)など十筒国余にのぼっ

ている｡こうした序列によって王に任命されて中JLlJや世

相の-Llとなり､中国ミF紳 l政治をrf徹 していくわけで

ある｡その出現的な変こそが都城制度そのものであった｡

アジアの郁城は､中Eflの耶城形態を梯激 しつつもそ

れぞれ独自に光速を遂げて行ったことも明 らかになっ

た｡朗鮮半よもでは三国時代以来の中原王軌､遊牧男乱rS

民族､倭冠苛々の位略を受けており､｢傑民｣ とはiP
なる純叔国家の(∃灸ではなく､切実fit現実問越であっ

た.｢烈嶺保民｣を国益としてLJJ城が発iBしたのである｡

一方､EI本列鵜では郁城の外郭ライ/である維城そ

のものが削除されてしまうQBiE球では城の内部に小加

協ではあるがfIl令体制を頚人 していた｡このように中

E司都城は､変谷を遂げながらもTRアジ7全域に受容さ

れたのであった｡

ところがカンボジアでは､宗教による事市税が栽朗

されている｡カンポi;アは15世紀にlLllEにおよぷ醐ili

をしているにもかかわらずである｡まさに祭政一致で

あり､中華国家のLX;教がElt_I.憩であったのに対 して､仏

教､ヒノズ-教は宗教そのものであり､かつ政治体制

よりも宗教を優先 した結架-として位IEづけることがで

きようO

こうした中-Il盲世非の扶Fy･にヨーロy,<の帝Iil]三森が

アジアを俊略する｡その尖兵として蟹鵜が捕築され､

HE_k湾を確保し､郎rl】iB投をおこなう｡ しかし､ベ トナ

ムではフランスに支配されたとはいえ､自らのコ三城に

自らの手によって棲堕式城郭をBe･城する｡El本におけ

る越壁式城郭 t)同様に､E]本自らの手によって築城さ

れたのであったb

拙崩では､アジアにおける城郭について､Lifl王達･磁

殻如満から山城の発iSという防御施設の発展と､EP準

世非を只現化する郁城､さらには近代にIq入された稜

壁について概別してみた｡そこには7ジ7m 司のもつ民

族性カ抽】実に写し山されている気がしてならない｡今

後も城邦という'iIUfi的防御施設を探ることによってさ

らにアジ了の多fR性が明らか となっていくことだろう｡
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トンレサップ湖の意義とアンコール遺跡群との諸関係

用田 政叶●

HistorJCalSLgnlflCanCeOfLakeTonLeSap

andtheAngkorRulnSlnCambcdla

YODA.Masaharu◆

1 ミーソンとアンコール

私たちはかつて､ベトナム社会主義共和国のフ工､

yナンを小心とした地軌 こおいて羽並を行い､その成

光はすでに別途､鞘告している■｡特に､チャンJ<王

国の兜地 ミーソン通称を妨ね､またチ十ム彫刻美術館
で多くのチャ/パ石皿彫刻を拙祭することができた｡

そこで､+十ン,<と良いr;"､赦州娼係にありながら

も形背を与えあっていたアンコールコ三朝の本凹地､7

ンコーJL,通称Cfを訪ねた｡また､人びとと水とのE対わ

りを探るため､瓜I旬7177瓜大の糊 トンレサyプ湖に

も足を延ばした｡

2 トンレサ ノブ湖とメコン川

イ/ドyナ二ItJ.か11火邦にLll旧するカンポノ7は､タ

イ､ラオス､ベトナムと円墳を接し､llnほどをメコン

川が流れるlll火平脈をlIl心とした岡である (匡‡1)｡

LILLlli恥まE=l本の約二l三分で､そこに1.100万人の人が

写暮 1 両事のJコソ川 図 1 インドシナ半砧全t8Eg](上

方

1999を一部改変)1半らしている｡ク/-ル!吾が公ml

L,Aで､クノール巌が90%以 Lを占め､チャム族､

帝人のはかタイ族､タン7 -/族fj.ど20

以 Lの少故民族がいる｡チペ･Jト調畔に澱を兇する

/コソ川は､中国､ビルマ､ラオス､タイ､カンボジア

､ベトナムを通り､/コソデルタを形成し偶/ナ海

に注いでいる｡その/コノデルタは､LLr舛殺人の米生

産地であるが､やや上流のカンポジ7'Lll91平帽もまた77



髄民地時代の1866年､フランスはメコン川を繭 ノナ

梅からtl]周'B痢'HIこ:kろ過柵のための航路として利m

Lようとしていた｡しかし､途中にはいくつかの滝や

浅瀬などのn然陣'Hがあったためこれをあきらめ､ベ

トナム紅河の脱党にtlJり替えた十｡喫水15フィー トの

大型船が遡行できるのは､河口からプノンペ/のやや

上流､カンポジァのタラチエまでといわれている一｡

Jコ/JIIと7'/ンベンの北で合従する支洗 トンレサ7

7'川は､上流で トンレサ･Jプ朝と11'る｡乾期は2.700

kmZほどの面的であるが､両肘 こはその3倍にまで広
がり､JJl辺雅は.d水してしまう ｢仲縦する湖｣として

知られている (図 2).カンボジア!,畠で ト/L/サッブ

図2 トンレサyプ湖 (石井1995)

写暮2 足水したト/レサヮ7'湖とは､r淡Jk

の広いひろがり｣という意味だそうである｡広いところで

は幅10kmにも及ぶi2水杯で臨まれるこの湖は､雨

季の逆洗水と典に湖に入ってきた魚が､浸水俳ri;Jで産

卵し､経机がそこで育つため淡水魚の宝姥とIiっている｡215経の魚が知られ､漁凍石も10万 写暮3 トンレサップ

鞠の};旦モ/ドリとJt速乱蛤





そして､巨人イ7芯地薬物を長期HHにわたって班放し
掛 ナる9;軸ノ)を純株したのが､跡城の火西に配された

巨人Iiパライという貯水池とFll水jiE河網であり､これ

によって811-6下haの水圧】稚itが可能になり､50万

人を兼うに足る崩lであったという ｡

4 トンレサ ンプ湖とメコン川の歴史的意義

これまで ｢アンコールの王凍｣rj:どと呼んできたが､

実 は的なる排でもriけ九は城でも1JLlい｡ここは､その

lP心に才t林Lllを悦Ll:El】火与炭を措き､まわりに海と
山々を&す巨人Ii泊と用壁を築くなど､神々の世才Eを

地上で只Bl化しようとしたものであった｡そして王の

触JJは神格化し､政治と'宗教は不妊一休のものであっ

た｡四)I-へ止る鵜抽となる道路と丑かTA-稲の実りを探
正する巨人貯Jk池や配水運河は､この世の禁固引乍り

上げた社会越せでもあった｡

江戸時代のDJめ､架q仰 鞍易の拠点として東南アジ

アの各地には日本人町が作られていた｡当時のカ/ポ

ジ丁にも少11くとも300-400人以上のEl&人がLEんで

おり､彼らはア/コールワットを仏教聖地の択闇f17台

と考えていた｡仏教の聖地かどうかは別にして､ア/コー

ルを築いたt三の岱図はまさにそこにあったのである｡

写暮7 ト/レサ･J7'iulの九本付

そもそもノコ/デルタは､古くからクノール人の6L

i域であった｡2LLF紀帆こ成.iL､中国が扶南

と呼んだLAである｡ /十ム柑こiLiiLl:オケ

オでは､中B:1の後淡絶やローマ帝Ljgの企はも

発見されている｡扶南は苗代国際烈品のセンターであり､オケオは

その外港であった｡メコ/JIEは､退く

Ltl周'Lt繭に源を発するが､南シナ海からのAEl

でのBI:は途こいの放カ所の稚所によって纏めて

焦しく､またいくつかの山塊によってその淀城は分析されて

いる｡今もいくつかの回のEg墳付近を放れており､いわば地妨的にまとまりがIiい淀城である｡ それに比べ､メコン川河口か

ら

船で上り､プノンペン付近でソ1ムリ7ップ川に入り､ トンレサ

ッ7'湖に至るルートは､はば一山韓でカンボジア平既の臼んq

Jを流れる｡そして､その ト/レサーJブ柵の突き当たりで船を下りて

､遡指を まっすぐ北にとると､ジャングルのI



15LLl紀 に､ ト/レサ ソプ川下流に退鮎 して以降のカ

ンボジアは､メコ/川に而 した港に総力の中心を把き､
そこでの交易の幣PJ)と統制 を払銘 とする継7m司家であ

るといわれているe"｡領域の奥雄城 にあ る紳格化 され

た王 とその都では､15Lu-紀 を噂に南 シナ海を通 じて7

ジ7越山を図 る西欧矧 司に対応､できな くな っていたの

である｡

このことを､大手u盆地か ら大和川下流域の河内平蟹f

に､5Ltl紀のある段隅でその縦力の中枢を移 し､瀬戸

内海水桁を通 して､中国大陸や糾群半砧と対応 した倭

王鰍 こ例えることがで きるか もしれない｡

tl

tll｢アシプア巧古宇研究棟輔弼Zi確LB:1 ベトナム蛇｣r人rul
文化｣畠l; 油然[,L.と立大学人r;;l文化学部 200咋
L2)石外米雌 rメコン｣めこん 】995年 】05日
L3)EE12) 5日
lJ)三宅一郎 ｢駅名まえがさ｣(i;Elルジュ･セデス､三宅一

郎駅)rT/コール連珠｣連合Lil賑 1990iF 8rr
15)王J-12)】22ri
16IEt(2)】23･124Ei
(7J吉良Ta夫 rト/レサッ7'湖一メコ/川の巨大14退木地｣
r増補改訂版 世非の湖j滋円hrは芭世湖研究所 200)咋 102
-1031G
(8)Fタ■ロリ工の ｢水JJJ比企払｣(江(2)125ri)
(9)石滞良BFlr古代カンポ1,7史研究｣E司rlflJ行会 )982咋
什D 旺12)132il
l]l)本文は､｢アン⊃一ルiB捗CTとト/レサ-'ブ噺の史R')音義｣
r滋PLiI,古J邦22母 液比考古学研究会 2000年をもとにし
て､一部､鮮き改めたものである｡
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イスラエルの琴湖と琵琶湖

用EEl 致柿◆

ComparatlveStudiesbetweentheLakeら)waReglOn

andtheLakeK)nneretRegionlnlsrae)

YODA.Masaharu◆

1 牢湖 ･ガIJラケ湖

イスラエル北斗三部に位芭し､

郷 土TT名fjプラ/古跡 こ抜する

ガIJラヤ湖は､riC西)2km､南

北2】km､悶Lu55kmを計るイス

ラエル収入の淡水湖である｡

盛大探皮43m､平均深度256

mで水Jitは歴世湖の 1/4程度

であるが､この欄の携謁は梅面

下209mと､t!圭非で瓜低地にあ

る淡水湖としても市名である｡
図1 ABアジアの琴

この湖の水はヨルダ/川を南下し､死海へとEE･いで

いるが､ここはイスラエル位大の水がめであり､古く

から鞘の吃横地:汀へ送水が行われるなど､現在でもLl
内iFこIZll水EJ3紫の 】/3をまかなっている｡

ここではガリラヤ糊 ･ヨ/L,yン川 ･そして死tW,Jl辺､

いわゆるヨルブ/川水系とでも言うべき地域を中心に､

先任湖地域との比較の中で､その湖環境を紹介してい

きたい｡

ガリラヤ湖には､｢1望ペテロの帆｣ と呼ばれるテラ

ビ丁の他､20潔以上の淡水帆が生息し､漁業は較光と

並んで鋸斐fi産光となっている｡特にテラビアは､か

ってのEl本の帆尾にもイズミダイと称して並んでいた

桝染み疎い瓜である｡

持虻がEl本とはば同L:所に位旺するこの湖は､r旧

約切望TJlの中では ｢+ネレットの海｣と呼ばれる｡iyl

の形が豊等 (辛/-ル)に似ているからだという｡ま

た､r新約兜yJlでは､イエスとその茄子連の活動の
FF台としてたびたびK2切し､キリスト丑徒の巡礼には

図2 位犯例およびヨルダン川水系欠かせない地

域となっている｡先史時代以降､十



写Xl仙北Niの港､対If圭はゴラン矧Jユl(テ
ィペリア)ることが知1られるが､一方で､全く火なる地判l的状況

､民族やJ.qiQ地域とのかかわりなど向けの歴史がある｡

2 ヨルダン川水系の状況【日

払北方リラヤ湖に面Ll=ティベリアは､2世tE'

以降､ユyヤ故の増価として栄え､今は行染



写兼4 f(Lの水跡 y (ェ/･ゲプ)写実5 レストラ

/でのテラビア料PU(ェン･ゲ7')SOO卜/であったものが

1980咋代には1800-2000トンの水掛 デを誇るよ

うになった｡沃(･柴従叩右も300人以上いるようであるが､#Eli盛上;とは政肘により厳 しく制限 されており､ftE帆の放流も賎んである｡托tf潮のそれよりfj

:お小型のirF一船も多く､船艦には反りがあり､柿は長さに比べ広いずん
どうTEL鉄のVLi体である｡ガリラヤ湖は170てF三万kmとfE琶棚のl/4程

度の広さであるため､rilく航rTする必製がないこと､bともと

TG竹に肋桝を1T′ペ､外板を張る洋式船の特徴を引き継ぐからであろう｡ティペリア山 Lのローマ叫代コイ/やマグダうで11ることのできる HLl紀のモザイクの船でも､船

底の反りが見えるが､恥妹を引くのはそれに与iる船LTの粥igL



写X6 船のモザイク (マグ'yラ)llne)､lll前群 ･巷粥 (purw-sclnCnet)､それにベ

ランyネ･Jト (verAndanet)と呼ぶ ものが

一般的である｡ペランyネyトは良さ2-3mのIei

lJ:のものに支えられた良い柵を水IT打に跳ね E:げるように

して磯るllt法で､35と琶湖では知られていIdい｡-JJu､刺 し網のIIJでもthree･wal】edcorlSLEuCt)

OnOrLr8rrLme)と呼んでいるものは､壬己も宝湖

のフナサ/マイ(.LどどI.Fぷものに似る｡また



に苓かれたデガニヤ ･ダムによって人工的に哲理され

ているが､通常､史のおわりが応も水位が低く,Lfに

はFbl水位に11る｡糊の敬譲部は約43m､貯水瓜は約45

位rn'であり､デガニヤ付近のヨルyン川流水血は4
位5000ガm'と.7われている｡

BltEのデガニヤ ･y上はfEt!湖で請う南郷洗場や瀬

u川洗Jgに相当するが､qJ.いのほか小粒手兵で､ゲート

を二つ伴えて､その上部はj古格とrJ.-っているO川幅は

)5-20m1-迂皮しかIiく､fE位湖の悶L】削こ多くある逆水

防止用の矧IIJの大粒f貞11ものという壊L:である.しか

し､これがイスラエルl司民の生命の水を握っている｡

ちfiみにイスラエルの年ri:J水幹源Ri川虫は15依m'

であり､そのうちLI也5000刀 m'をヨルダン川から得

ているわけであるから､地点水栓計9位5000万m'の

約半分はガリラヤ湖の水をたよりにしているといって

よい｡

ヨルダン日と/リ7E司境から流れて出てくるヤルム

クJJlとの合流地点付近において､ヨルyン川はコンク

リ-ト三fr和iりの大型排水粍tA:とIiっていたが､それ

より下流はヲルY/とのE司墳控訴･:il･となっており近づ

くことはできIltかった｡ただ死海近くでは､盟むでい

う ｢ユyの荒野｣という滋朝がふさわい ､茫漠とLf:

.TL即のEIJに､1ノ軽の述だけがあるというii主税の中で､

iaとてI三nJ'する導水でだけがEl止っていた｡

写XIO ヨIL,タン川西Ii王の課帆Jii

以所や水系は光なるが､地中海に

面したカエサl)7でローマ時代の導水鰭を見ることができたO

カルJル山から20kmはど伸びている茄柴式のもので､二

つの水指がセ･/トであり､両群キ境内の王≡琶潮境水

のそれを敵わせる｡(4IiB跡Kリラヤ湖偶辺で､そのほとりに位Eする通称のい 写Xll

デル.ハブ-ルのiB捗とKl)ラヤ朗くつかを3匝】に

わたって訪れた｡デJL,･ハダールはd

iLiL テル ･キ/-ルは北l;圭には超し､ェン･

ゲプと)t･に#那こ面した都市退捗である｡テル･-y-ルは

ヨルyン川からガlJラヤ甜菜梓を通りYマカスカスヘ向かう

空前にあたり､テル ･キノールbガリラヤ湖から地IIJ病にi由

した古代の落町7 ッコにEIlるid掛 こあI=る｡湖上交通

と撫開陳にこれらのテルの立地を説HJJできfjいもの

である｡ま1=ガリラヤ瑚脚 捌こ比虻するクル/もビザンチ

ン時代の仕滋院で､Bl任はiB物の壁や仕もtiI元され､訪

れた時､弼天のれ切では10人ほどの軌亡､なユダヤ教I.7

占による偶式が行われていた｡街元されたia跡が生き

ていた｡ガI)ラヤ湖北IilのJ</と帆の教会､盟

ペテロのB命教会は､キリスト教ゆかりの他である｡前者は5世をL

rの((tのモザイクが床に妓っており､ガリラヤ欄J

.q辺のイエスの汀;7-はほとんど江IlrA]であったとい
う伝承､あるいは+リスト教と孤L師のつながりの深さがうかがわ

れる｡ガリラヤ湖からヨルダンJHを少し下ったと

ころにあるのがペト

･/ 十ンのi合併で,古米よりダマスカス-向かう'･IZiJ的■)要事iの他であった｡エジプト時代の神殿

鉢､ギリ/十･ローマ､ビザンチ/時代のモザイクIiどが妓る大Bl傾IliB跡で､今も発掘凋Jeiを進める傍

ら佳i史･'(32元を行い､兄学名を脆めている｡2I



が､世舛J設古の折川丁といわれるそのFuiIさ9m､紀元がLJ

7000咋tnの坊や噂の泊榊に改めて熊く｡T旧約兜考別

で､ヨ/ユ7が七つのラy,<を吹いて難攻不落を狩っ

ていた城壁を破壊した物語は有名である｡
ヨルy/川は､瓜終的に死海へと至るが､その沿岸

にクムランとマサダという大きなia跡がある｡前者は

20世紀瓜大の考古学的発見と言われる死海文;!Fが見つ

かったユダヤ教エ ソセネ派の過跡で､扱者はへロデ王

のTE-炎である.後に､イスラエル版白虎隊の舞台とfi

り､ヨセフスの rユダヤ戟君己Jも伝える､いうならば

山城となった勘所である｡火遁していえることは､大

きな貯水槽とそこへ繋ぐ水粍群の施設が充実し､漆喰

をきっちり塗るlJ.ど､どちらも水に対する備えはI∃を

ll..張るものがある｡マサグの貯水総Ji王は4万 トンとも

5万 トンともいわれている｡

1986ir11月の雨不足で湖の水位が3-4m下がった

鴫に､湖qIから発見されたき己元前後の本題船を扱黙す

ることができた｡このn料は､ガリラヤ湖西岸のイグ7

ル･7E)ン･センターという博物郎iで保存処理され､

一般公糊されている｡ここではEl本譜のガイドLi'デオも

手に入れることができ､その木造船発17..の契機､発射

の梯子が紹介されている｡この船は､2000年に‡E琶湖

博物即lで偶催した企画展 r棚の船｣でも取り上げ､朝

地でu元したyriをfE琶湖博物館に巡び込み､展示した｡

3 琴湖と琵琶湖

Jfリラヤ湖と轄琶湖の比較は面白い｡琴と王巨顎とい

う名前の付けIJJ-のろIdらず､水がめであり､観光地で

あり､IE-.仰の地であり､一方で曲集が舷んで､古代か

ら交通の数衝の地でもある｡また､湖辺に追跡も多い｡

テガニヤ･ダムと南郷洗場や瀬荘川l洗堰､真書水橋と

琵琶湖疏水､dlLの方法､ティベリアの港と浜大日!､か

っての木造V.)や碇石｡湖の水の色も同じで､滋fyLr詩で

はfE琶湖のことを ｢ウミ｣と呼び､ガラリヤ湖はSea
orG811】eeと吋はれる｡

しかし迎いも際立っている｡水の色は同じでも向こ

つ粒のIfと色は全く災なり､訊れた3回はいずれも乾季

だったからでもあるが,亦茶けており他生も追うO

水利frlに対する執念はfE琶湖以上であり､多くの冶

跡や今も生きる施設は我々に水の改み､ありがたさを

教えてくれる｡

Ⅰ主

(1)本文は､川u]政岬 ｢イスラエル考古叫†即日一琴の湖･カリ

ラヤ欄-Jr滋放Ⅹ化肘だよりJNo177､1992梓をもとに
Ll+がら､その後の1996年､2001畔の粥(5i成JLtを相まえて一
部､IIEさ改めたものである｡
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アジア文化遺産の諸相から

-日本の文化財保護 ･活用への視点を探る-

山本 一博◆

ProblemsandProposalsConcernlngAslanCulturalProperLLeS

-Protect)onandUseofCulturalPropcrtleSInJapan-
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1 8本の現状

El)文化財の保存･活用の新たな展開

文化財保護も今､変革を求められている｡現に､国

は広くこれを訴えている｡その一つが､平成13年11月

16El付けで文化等議会文化財分綿全企高調亜会 (以下､

｢企音調売仝｣という)が報告した r文化財の採存 ･

活Fl)の新たな展開-文化j書轟をA:乗へ生かすために-｣

(以下､｢報告文｣という)である｡

Ii名は､埋銭文化財保護の対応jn知ritどを代-3m に､

この分野の文化庁通知等は､従来より現状iBiP.型が多

いと感じている｡今回の ｢報告文｣も同様の感が否め

fiLい｡したがって確LB文の内器は､Bl糊ではすでにiu

行している部分も少なくない｡つまり､そこにna己され

ている内器と臓関しつつある呪光との日月に大きな帯雛

はなく､方向性としてはまさに別突そのものである｡

したがって､我々のように職排としてそのことに携

わっている&-は､迅速かつ効率的にその方向に沿って

月経的7)fl…を展榊していかI+'けれlLならない｡そこで
JB:文では､この報告文の内筒を楢まえ､過去､実見し

た7プ7の文化ia産の現状を通して､わが国における

文化財 ･文化iB産の保存･徳川にTi益111批点を探ろう

とするものである｡

12)報告文の故実

企画淵禎会は報告文をまとめるにあたって､二つの

ことを大きな性としている｡一つは ｢文化財の保存･

清川方茄の見LtfL｣､もう一つは ｢Frたfl'批点による

文化財の保存 ･活用の舶睦的な経巡｣である｡そして､
険肘孝.lHIさとして導き山されたJJrおでも､二つのことが

鍾朔されている. 1点Elは､文化財保護活動の対象が

拡̂-していること､2屯巨=ま､さらなる文化財の活用
を進めることと､その活動に住民参加を求めているこ

とである｡

そこでこの2点について､もう少しみてみよう｡

まず 】占巨の対象拡大である｡報告文では､拡大し

た対穀を ｢文化遺産｣と滋Blしている｡ところで最近､

r文化水産｣という言燕をよく耳にするが､その内零

は定まっていない｡いくつかの任味で使われているよ

うだが､瓜も基本となるのは､ユネスコの世界iB産の

一分野を示す用法であろう｡

ELr非jhEI-とは､1972年Ll月ユネスコ捻会で採択され

た ｢世非の文化j名産および自然iB産の保護に関する灸

的｣に貼づき､Lu非通産リストにな鎖されたものであ

る｡ここにr2録されたiB塵肺 ま､肖然退座､文ILi&薙､

その両方の淡紫を持つ投合iB塵の三つで捕成されてい

る｡すなわち､ユネスコの世非通産の一部を ｢文化iB

醸｣と呼んでいるのである｡

しかし､報告文の文化iB産が､ユネスコの定義にaEl

らしたLtr舛通産を示すものでfLいことは明らかである｡

それでは､報告文の文化i土産とは､どのようなものを

指すのであろうか｡これは､竹LJE]:文中次の一文で定義

されている｡

｢今日の社会純益や国民の忠誠の変化を受け､有形･

無形を問わず､歴史的llL拓也を有する文化的111所産を

文化財を含t:広い意Ijでの文化iA産としてとらえ､｣
(耶3 組合的ri税野に立った文化iA産の保存 ･活用

]新たfA'設定丘)

つまり､今までは献みられることはなかったが､近

咋の'il激fj:班会変化を1_H託にFTたに片.!火的価値を1-1山

!:HJta川町立博物館 NotogawaTownPubllCMuseum
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されfこ文化lr'J所産を､従来の文化財も含んで文化iB産

と呼/Uでいるのである｡例えば､棚U｣や埋LLr､近代の

科学 .琵澄退座/iどは､従来の文化財という件桃みで

は捉え切れないものであり､これらを含めるための概

念である0

2曲目は､より-Wlの清川とは民参加の強調である｡

徳川については､従来から練り返しflLL言されてきたが､

なかfiか成柴が現れてこIdかったOこの別状認unの L:

に立ったさらなるは言であるCそして探題L砧qllの施策

を兄1日し､文化出座を保誠するためには､まずそれを

活用して人々のJq味を呼び起こす｡その上で保誠への

rX)心を7..')める､という萌∃環的手法の実施を求めている｡

また住民参/nlは､文化財保護の分野に限らず､あら

ゆる行政/分野での憤向と言えよう｡しかし､この分野

での経験や米紙は不足しており､fj:かなか別儀的にy奈

み込んで行けない状況にある｡もしこれを進めるとす

れば､我々r災】係稲の大胆li宛懲l転換が突取口にfiると

考える｡

2 7ジ7文化i土産の現状と分析

Ll) アリア文化遺産税'Kの717劾件本文の

日仰こ対し､以下に述べる各7ノア文化iB産は､付

効fiJII例となるだろうか｡これについては､以下の理rlllこよりTl効と考える｡

文化iii産の保誕 ･活Irlは､文化冶疏そのもののために行われるのではなく､人々のため実施されるもので

写天1 ホイ7/の約･ltlろある｡人々と全く接点を

持たない文化地産の保存などC･1味がない｡人々と

文化i&産との1巣】わりこそが､JaもlTi柴'

なのである｡この軌知こ立てlg､槻1.]L-する各文化避

妊はそのZilあるいは7ジア喜代滋するものであ

り､文化地産と人/Zとのylj雛が接近している糊余

でも､あるいはそうでtj:い槻缶でも､その細離感が何らかの現象と

して非箱にわかりやすく現れていることが軌待できる

.またどれも､それを収りZj!くl〕然 ･tL全項

墳などから切り離されている岐合いが､日本に比べ低いことも好条件になる｡

なお､ここでいう文化i&産とは､世非脳症灸約やそ
のElqの法でiLFめられた特淀のものではなく､当該l

ilの出だ火的文化的所産ということで他用している｡ また､検討の

対象は文化i出盛のみに限らず､それを活用する施設､例

えば博物蛇などの文化施設の一部も含めている｡(21ベ トナ

ム古都ホイ7ン ホイ7/は､ダナノの繭約30kmにある｡

大河 トゥポ/川が城/ナ掛こ7:]Jぐ河口に立地し､)6-)引Lr紀ivjE;l

Lt他として栄えた歴史をもつCかつて日本人町があったこ

とや今も唯【Tsの家屋が残るなど､fT銭Er]継榔市にふさわ

い ､折此みが残っている｡199911F､｢古都ホイアン｣

としてLu-非通産に誰較された｡ちIELみに､耽々が訪れたと

きは､まだ世非i出座にはrE綻されていなかったo

rl本でいえば､伝統的旭遇物件の分1(Fに入るのかもしれlj:いが､歴史的称lr･与という雰rjはtはなく､非常

に



と結びついているとすればLtnl想な歴史的街並みである｡

ちょうどaJJれた時､El本人によって兜けられたとい

う来迎機､別名日本人橋には足場が組まれており､艦

I(宴の脳中であった｡しかし､全体的には必備も始まっ

たばかりという印象が触く､艶然としたj詩仙ではなかっ

たO世非ia掛 こ登穀されたことで､今後堆僻が巡めら

れることだろう｡小さな町であるため大きなiLL物はほ

とんどなく､その分､観光客をあてこんだ大型ホテル

のilL物が目についたO文化iB産との共生を願うもので

ある｡

三一ソン辻跡 西暦2ILl紀から15LLr妃､ベトナム中郡

にチャンバという同が存続した｡チャンバはヒンズー

教のIil家で､イ/ト的梯榊を持つlilであった.そして

一時期､中国と西アジアを結ぶilliのyルクロードの(Fl

継貼地として大いに繁栄したOこの同の兜地として残

るのが ミーノンi丑跡であるO

チャン,<の当nlJマハーバJレバクをはじめとするLIJ々

に朗まれたこの地には､JItLr紀東頃からヒンズ-教の

ノバ神を配る桐生がiB立された｡Bll7する約70排の耐

竺;i即は､8L阜皇紀から13t世紀にかけて祉てられたoチャ
ン,<のi15造物は､ ミーノ/iB跡以外にも冶仔するが､

ミ-/ンのものは､他と災liる柴紫を持っている｡そ

れは､その嗣柴がが王族などごく一部の上層階紋を対
穀とした!tlZ地のilL物であったことである｡そしてこの

in跡も､7工と同L:199g咋世非iZi産に塁?.iされた｡

ミーノ/適跡は､チャンバの経折柄市ホイ7ン､王

mけ 十キュウ､そして ミーノ/と､はばrdiからiq-へは
ば-La掛に此ぷFTrにある｡ホイアンからは､紅組拒雛

にして約30km西方の山lIJにあるO ダナノからは､ill

で2時間ぐらいの拒雛である｡

iEI跡入り口に到1'[後､我々の11互から訂世話mIJのILiに

乗り換え､さらに徒渉で山Jllへと入っていくCすると､

赤茶けたレ/*'の桐生即が日に刃篭U'込んでくるoilL物

のqr/Zに(如くLJ一見､祉築部材の石材やレンガが散在す

る様+からは､とても髄節が行き厄;いているとは言え(dL

い｡ヒ部が過付する両生もあるが､それが失われ､内

部中央部にリ/ガが野ざらしになっているものも少なく

ない.各耐生鮮を巡る瓜はその部分だけi'.1-がfiく､人

の少く幅にE"lがりくねって､獣滋のように続いているO

また､ミーノ-/嗣1.L'i肝Jll広大放校で壮溺な韮両党を

持ったA抑 ま､1969咋のアメリカ三Jfによる煉鞭でその

ほとんどを破壊された｡そして､今もほとんどそのま

まの状態にあるb壬両生の入口に使われていた大きな

石材が放還されたままの光肘 ま､米に,前々しい感L=が

する.今も妓る大きri穴は､7メリがiFの砲弾跡であ

るとの説明を受けた｡我々がfTi;在していた1時IZl繰 り

のIL;=こ､他の兄学名が訪れることはなかった｡ここに

到君iするまで近くに大きfiL非請を見かけることはなく､
おそらく地元の人々が頻繁に訪れるということもない

堪‡所であろう｡

皿跡についてある程Ea-知誠を持った人が､それを見

守に米るというのが､今のミーノ/退跡の利用の比f姓

付けではないだろうか｡





れていった｡この活動は､カンポジ7のIJl戦が激化す

ら)970年代Lflqiまで較くことになる｡しかし､内戦柊

も与綾もポルポト政撤下では､通称の胡虎や佳役が行わ

れることはrJ.かった.,このHl11に､内戦がアンコール退

跡には火な形書を与えた｡そして､ボルボト軟撫柊t■壬

後は､ただちに.判Pt膳牧が開始されたという｡しかし､

Lll非Ler稚fJt紬の際には､内線がもたらした彬背の大き

さから､同時に ｢rG機にさらされている世非ia産 リス

ト｣にb豊iよされた｡

Bi在では､Hノ仁やフランス､ 7ノリカや中周などの

個々が､保存性紺作男に参hlしている｡らJ=うど我々

が訪れた前Ef､｢u本国枚肘アンコ-ルiB跡政所チー

ム｣によるパイヨン北捉戊の佳i史完成を祝うよ典が行

われ.その全域がまだ妓っていた｡このように7ンコ

写X5 任ig完成式拠金1拍-ルiil跡群は､LL

r非心醸lIJの世非i舶tのf.にふさわしく､カン

ボジアE7q拭nらの手はもとより､世舛各回の控肋のもと､

凋fE蛙紐が継続されている｡7 /コールiB排

耶中位も打名Iitのが､王朝瓜盛期にi丑jさされたアンコール ･ワ･Jトとアン

コール ･トムである｡ア/コールワIyトは､12世紀前半にiB

てられた石造-寺院である｡Al西15km､南

北13kmの範朗を､帖約190mの姐が巡っている.E

7本の.lT代寺院であれば痛が正面になるが､ここは西がiE両とな

るO良く三好に向かって延びる参滋の行きmくところは､三Tq

llのlf,I臆に18は れたl巧さ65mの中火i

iJ盟である｡このtI大なiJ!物は､クノールの世

舛税を現したものt_tといわれている｡また､

アンコール ･トムは12世紀東研に築かれた伽城であ

る｡一辺3kmLq方の… 域の中心には､拙世7r･禁煙の四
面仏でlJ名11パイヨン寺院がある｡アンコ-ル近称Efを訪れる人で､この二つのiB捗を見学 しない

人はまtLいないだろう｡そして､多牧の見学者が両逝 排を訪れ

るということが､両連珠に多くの地元の人々を桔びつけて

いる｡7ンコールiB弥郡に関わる地元の人々は､大きく二

つのグループにJJl

けることができる｡-つはiB捗と関わることで何ら
かの収入を相ている人々であり､もう一つはごく一般rr'･)[JH',･Ibl!I=宿の糊としてF鵜lわる人々

である｡HTJ占の一つに､みやげ物をJ'..Sっ

てくる子どもたちがいる｡Tノ十/･伝統工芸品の轍物ク

ロマ一･拭族7._tスカートのサンポット･絵はがき17ン･コ-ル

石造物の解説 1!E･T=作りの玩LLliLど､

械々な品物を抱えて-,bL:り込みにやってくる｡

これは.7ンコール･ワットあるいは7ンコール･トムに限ったこ

とではない｡人数の多少はあるが,ほとんどどのアンコール通跡

で､この件の fどもたらが駆け寄ってくる｡瑚所によっ



ル .トムのパイヨン､午後は711ぴ7ソコーJL,･ワット

という朋芥にIJ.る｡物乞いの人々もこのことは充分心

ifEており､年前午後とも､それぞれのiB跡で見かけた

人も多かった｡

汲々が訪れたときは､t娼西空港からソェムリア･Jプ

曲行使はrLく､いったんプノンペンで/1ムlJア･J7'行

きの国内操に乗り換えたが､今は血行使が発許してい

る｡銘かその当時､此行使を迎えるために､ ンェムリ

7･yブ空腔がLSulT_'lrLf)であったことを記憶 している｡

写X7 ..1L!念'77斑の船影鼠王;iさらに郊外にいくつもlI'押BIJAがあり､その多くがホ

テルであるとの鋭rリトを受けた｡このように､アンコ

ールiB跡即にr

Alわる拙光醗男は拡大の一途をたどり､ホテルマンやガ

イドはもちろん､ホテル祉投にrWわる人/Iも旭光を成してアン⊃-ルiB跡LrFに結びついている｡

大半は伺外からの触北米のようだが､国内からyJれた人

もU!(折1A.かrH:.EilF勺仙北占を対穀に

､妃金柑彩を約けnうカメラマ/がいた｡IIMJに ｢Ko

nlCa｣とfLFかれたT/ 十 ノを古て､trL

l而仏をパ-,クにポーズをlbEる削母と孫を一眼レフカメ

ラで伽彬していた｡カンボジアE要民にとって､カノラはま

だまだ71沢品である｡同じくパイヨンで､Ig内の若い女

性t堤光客附7-･に､占いをしている城南も日解 した｡

先に叙l介したように､7ンコール遺跡群には百1

F:以上扶く淵点･任粒の歴史がある｡そして､今もそれ

は扶けちれている｡

こういった蛙役作業でも､地元の人々が作男nとしてb

いている｡また､蜂校だけでなく､iB排群の除(.t

作男､参道掃除などの採寸哲理作茶も､地元の人々にBl金

収入をもf=らす仕叩となっている｡由接収人をもたらす通称

との的わりのその一方で､今も並跡は現役の等炭であり､

折りを捧げに来る人々もいる｡また､Tン⊃-ル ･ワ.'トの坂で水浴tFをす る&'TP;や境内の/,tを年に血

べさせているク5性を見かけることもあった｡

世界ib産あるいは文化iB産ということとは別に､

人々のごく普通の生活の樹としてのi古跡も存在して

いた｡ボルボ ト政経時代の妃t一 アンコールiB鉢群
は世舛並産立松と同相 こ､危練に劫した世界通産にも空

蝉された｡カンポジ丁で丘咋抜いた内職の影書が拡大であ

っ1=ためである｡その位横を脱する一つの万箱に,研究

･任松のカンポジ7人桁等占行成がある｡これは､1





写暮3 ナ十ン′<王Jjil
ミー/ンiB排書を受けており､600mzはどの展

示室で彫刻の変遷を見ることによって､中郡ペトナLの

監史がわかるといっても過言ではlJい｡人糊剛ま2ガ ドン(約20

0円)で､ここも刷7I紬､らrAl旅している｡タイルの

鎌､iQ色に塗られたコンクリ-ト造りのil!物は開放的であるが､逆

に風雨の影書を虹技受けてしまう｡el料も!T把や天

井に瓜は埋め込まれたものが多く､庭にも多くのe

F料が蟻示されている｡砂岩割だけにrf料の傑作という

昏Ikでは較rL"が妓るが､展示効光は抜群である｡ち

なみに展示サインは､Ff科名がベトナム31号､仏dt,,至､jX:Lさだで3己され､111土iB称名

と時代がLLr紀で示されている｡また､JBZ示¥は

9つに分かれ､それぞれ ミーソ/､チi

･キ>ウ､ビンディノといったj丘称名に代衣される様式

別とfiっており､チ十ンバ彫刻のすべての帥式が納介

されている.また71ト･+'十ラリーも設けられている｡

申Lifでは､於料准17DJを数人のスタノフが行って

いた｡破片を 1点ずつult色のべ/キでfE記 し ､重

さと寸法を測っているさまはEj本と同軸であったが､注

配された字はEI本のそれより -̂きめであった｡

このチ十/-'王ljiIのn

料は､1994咋から95年にかけて rチ十ン,<

王国の血跡と文化JというEl本での巡回展で紹介されたことがある

｡この時に作られたミー/ンiB捗の協動が展示され､EI

本浩の図録1もこの博物館で蔽うモされていた｡我々が訪

れた鴫､ハ/イ投合大学で侍物松草を学ぶという学Lr=が1

00人ほど兄JfY:に来ていた｡博物館学というものがベトナ

ムにあり､しかbそれを学ぶものが-つの人■芦で10

0人もいるということは､将来のベ トナムの既史研究と文化

Drの保存､あるいは博物掛 ことって輔bLさを感L:させてくれた｡ (SI 巾-チミ/IFJB.!火博物的

この紬物掛 ま､以前､プラン/十/L,ド･デ ･ラ･



映りのように言われることもあるが､Lj本や他のアリア

では総じてこつした学術n料や兵術.兄に手を触れfJ.い

というli臆あるいはin閏が浸透していないCこのことは

ヨーロソJ<の-ll名fi博物館をいくつかIAているとよくわ

かる｡手を触れているのはたいていEl本をはじめとする

耳i汁人で､往E(するのは欧米人であるbTr71は､現‡1-

のl]本の博物鰍 こおいて､出gLなft料は当然のように

ケース越しに枇黙せざるをえないと､今だに考えている｡

(4IWliのゾルクE=一ド博物hrfとホイr//歴史博物魚Li

ホイ7ンはブナ/の痢約30km､ トウボン川河口近

くの三l醐1に築かれた町で､チャンバ]三国時代以来､
周際fY易郁丁ドとして繁栄したE,)7LIl紀には日本人Plが

形成され､一説には300人とも1000人以上ともいわれ

るFI本人がL]:んでいた｡後､iIql虎の移tEによって朝-lf

のWT非みができあがったためか､約450軒の亦瓦木造

ii!,饗群からなるこの古い町ilt･は､Jll国向田Lの色合いが

iたい℡｡たf=-､瓜近のl]本人によるEl本人Plを探るた

めのホイアン･チi･ンフ一通りでの発掘のkI.RL､18世

紀より前の冶物は出土せず､そこには17世紀のRrrはな

かったともいわれている｡

写]t5 軸のノルク13-ド博物bl-iこの古いBrT止別本が-俳の博物館であり､点召三する

歴史的Lu造物L汀や梅のノルクロード博物館

(fTgJ陶磁博物FF-I)､ホイアン児史特物鯨11と

の入城弟は､叫に4個所あるチケノトセンターで粥入するb

チケ ′トは4枚桜りにfELっており､料金は5万 ド/

(約500rIJ)である｡梅のソルクロード悼

物的は､1995昨9月に開館したもので､ベラノダ

付きの2階は木造姓物を利用している.I.q辺の沈没船

から引き上げられた陶磁松を中心に約100点が展示され､古伊万型やベJL,/十の土器

を見ることができる｡一之削こよると､近くの腿､クーラオ チャム沖合だけで沈没船のiB物は

2Llガ,L筑lこもなり､大半がL5-L7世iL

Lのベトナム陶磁という｡写実6 ホイ7/のElr

また､ホイア/歴史博物針目ま､チャンバ=国のP

.i代からベトナム峨-I(+中部攻馳織の拠点であったホイ

7/のMTの歴史が紹介されている小さな博物館である｡こ

れらの婦物針子は､ともに朝7時から開附しており､町全

体を持物鋲了の一部として利用している｡ただ､この町の大

部分をf軌戎する人並il!英をむしばむ高温多湿のliも帳やンロアリの.!t､屯所による劣化なども戯近､岡

城化しているとJ川いた｡3 博物館

の欲求と要求見せたいという欲求と見たいという盟求

が缶致してこそ､

博物館として本来成り立つが､ベ トナムの悼物軒はどれもそう

した欲求と%'･Jp-が感 Lrられる｡;.い換える

fiらば､あるペくしてそこに博物館がある｡もちろん玲

料の併存のための殺ポ1lfや胞L投といった点では､まだまだであるが､それもル-プルIR術R-.'や大突博物

館がL自二射Fl光がどんどん入っている展示室を鵬えるなど日Iibできたものでflいことは確かである｡こう
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川 東按 丑 ･眺水宅LIl鞘 rチf/バ王l労のLL排と文LU 肘EEl
法人トヨタLuDl 1991年
(21葡池AE-｢=-イ丁ン′RJB.rTのZq点と対物蛇iC設｣r月flJ文
化財莞頻出J-川≠J1954,i 1998q三に､ホイTノのtl物群の
振作とFl物析iB臥 F3本rTの莞Ji!の現状がまとめられている.
友ul昨卓 rベトナムの艮音大丘と保TftF維｣r世非の文化
j上丘をZfるJ(耶ISttjlr人乍と日学｣公開 /ンポジウム拙技
壬11金指)ケバブt72001年:
菊池3(- ｢ベトナム ホイ7/E]本q鉢｣r*J雨7ノ7号
古学Jt荊AJ(荊l姻 r人草とII予｣公開シンポジウム観焦
季n仝Si)ク′ヾブ.3 2W2年
131.6文は.1998年の1葡≠JLtEt｢ベトナムのfg物片｣r人間文
化｣8FI 2tKDq:をbとにLfLがら､翌1999年に再び妨ねた
成果を含めて､一斗､書き改めT=ものである｡
ナfン.<j:Ljaの4拝EtをほL:めとするベトナム考古学に朗
するbので､E]JL三芳でytかれた人fLやすいlIL文がには下
とのものがある｡
ナナ/･+イ ･7才ンー貌技 丘r+◆/.ヾ通称 海に向
かって立つJ連合rLI取 1997年
女枝 8｢ナ+/バが危ない-ベトナム点析文化財tV川J
rt'もしろ丁ジ丁考古1-JI連合出bl 1997年
前M栄治他 ryrNT l}Tのr古学j(r世界の考古学J8)
伺成,i 1998tF-･
山形井Jt子 ｢2-3世紀のl頁'jE快付目こついて-ベトナムLI1
雅一JT点析海外考古学WIm T三ノア官j(r月flJ文化朋党
J5i出土川≠J棉flJtf) 1997g=･
亜技 丘 rペトナL･7エ王fの伽作仕組｣rtg粋の文化
iL産をZlるJ(那15恒】｢);# とけ乍J公槻 ノ/ポジウL･租姓
苓n仝iZ)クパブ｡ 200lir-:
山形PtJy子 ｢t相から王Lgへ-ベトナムlrl私､ナ◆/JEの
¥生-｣r射1朋丁ジ7号古'7赦前根｣(那15回 ｢大学と科学｣
公1粥yンポジウム削魚垂u企q)タ,{プロ 2002年

擢縛研和 200LINo22
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イスラエル事情と博物館

用田 改稚◆

GeneraHntroductlonLotheMuseumSltualIOnlnlsrae)

YOD̂ ,M(lsah之Lru◆

1 博物館の事†書

(‖ ｢組物館の国｣イスラエル
fE世糊博物館の ｢人と淫位湖の歴史｣展示室では､

湖促通排､湖上交通､湖や水の祭､漁労､治水 ･利水

を戯示nji目の大きfiL住として桝蚊しており､a:くLu邦

に日を向けた展示や活動を行っている｡ また､｢世界

の湖と人びとのくらし｣展示コーナーでは､世非の鞠

を紹介して重き笹紺を見つめ直すことも意図している｡

ここでは､｢博物館の国｣とbいわれるイスラエル

の展示手法を学び､現在のイスラエル77i伯と大きくか

かわる博物師の梯子をかいま見ることにする｡

(2) イスラエル梓物鮒

｢博物附のLig｣ともいわれるイスラエル瓜人の博物

町tが､エJL,サレムにあるイスラエル博物館である｡ut

国以前からあったペツアL/ルht族兵術階を引き継ぎ､

1965雉に国立博物師としてオープンした.大きく5つ

のテーマ鯉物からなり､それぞれ兄なった意匠とは滋

をとっており､それぞれの特色を出している｡また､

各館 (ウ･(/グ)の展示方7L･も捕々であった｡

ゲートを入ってすぐにミ>-プアム･ソヨ･/プがあ

りー各妃にもショップが書わ･'ている｡死海写本軌 ま､

死海を望むグムランiB鉢の写,#だけを展示する組物で､

rl料の光による劣化を防ぐため内部はかなり研いが､

ケースごとにボタンを押せば 1分r.;Jだけ暇明がつく工

夫が11されていたol司宝粒で､見ただけでよくわから

flいものを如何に昏昧ありJrに見せるかという店味で

は参JJになる｡

)世相 ･考古学鮒は⊂lJtLr卜乍llほ での歴史について屈

rコ :コ･ ' l芦 -

Egl イスラエルTS物税の｢お急ぎの人｣F･1さの
'B内-/フレ,ト

∩

-

T

u

l一

1

,

､
細

工

図2 イスラエルrg物即f見般垣1
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示しており､大きIiM約はありながらも展示ケースは

フリー動線的庶出であった｡ただ､ケースごとに番号

が付けられており､時代を細かにiBえることは便利で
ある｡今でも随時､TL料の入れ伴えを行っているよう

で､新たrL先見町村もいくつか見られた｡

ルート･ユ-ス･ウイング (子供蛇)はいくつかの

コーナ-からなり､続､リサイクリング･ルーム､工

作コーナー､本のコーナー､ミニナユ7ルーム､快里

の肘り台とか1=つむりの トンネル､玩fiの野菜を他に

払えるコーナーなどがあり､ Eとして幼児を対象とし

たものである｡ リサイクリング･ルームは120mtほど

の広さの部屋で､'#虹から持 ち 寄った箱や牛乳Jl'7ク

などで11.作をしていた｡

その他の特別展示として､1930iF代のイスラエルお

よびベト･シ十ノの展示があったが､蕪5m､防1m

の垂れ群を杓Irn間隔で遊べて L蚊のペト･シ十/全

景iY?JJ'iに見せる下紙は､簡拐TJ.-bのでありながら迫力

があった｡lコJb:ではめったに見fiい展示である｡

パネル脱FJlは､共.ltiとヘブライ,Lliである｡和椅子用

の斜路などはriく､全ての階段にリフトと係flがいる｡

多くの戦掛 こよる身附占への対苅が行き后;いているよ

うにIil.う｡

蛇ごとにあるいはコーナーごとに､床の色､天井の

fL'.liさ､l簿の処1El)､屈示7一法Iiど様々であり､色々な方

法を決 しているかのような感じであるが､広い展示面

印でありながら飽きはこなかった｡

イスラエル博物巾̀!のほか､エルサレムのr呼物elての催

しやイペ/トは､週末のエルサレム･ポスト紙に相戦

され､またtu光JtTのJlM,<ノフレyト等にも柑介され

るなど､博物鮒の広報7.T,動が活兜である｡

(3) ヤド･J<ノIi

第二次Ltr非大紛 い､ナチス･ドイyによりF.9殺され

た600万人のユダヤ人の!己憶を継承するためのメモリ

アル博物蛇である｡もう今年で50周年を迎えるという｡
Ltr非にはこうした持物相が3つある｡ワノント/のス

ミソニ7:/にある国立ホロコ-スト記念博物館､ベル

rJ/.ユyヤ陣物件､それに､このヤド･J</ェムで

ある.

組物iE面には高さ30mの円ttが立っており､｢zkor

(忘れるfL)｣とヘブライ語で刻まれている｡

ホロ･コーストに関する公文JT､フィルム､害己食品､

18品を中心に展示するが､大Rに並べるのではなく､

実物は少なくして､それを中心に碗出する方法が主体

写X1 1kのCEdb'所のr;ilを幼kL的に展示 (ヤT:J{シ

.Lム)写大2 150万人の-f肋がbt･んだI

という峻示 (ヤドパソェム)である｡一つの邦掛 こ､殺さ

れた人の故が記された任が幾つかJI;ぷだけであったり､佼空をイ

メージした天井以外は王'1っ肺で､gtlんだ子供の名駒を

次々にS'lみ上げていくだけのW物もある｡17名な ｢詑t

缶のホール｣では､ガス胃のiilbJを水越に象徴す

るi!i白い火と強制収容所の名前をlよるだけであっ

たが､折えるものがあった｡広い挺闇には､ヨーロ

yJlのユダヤ人をナチからかくまった ｢光邦の茂人｣の名を

記念した地組があり､')ト7エア印郡代PJiとして､多くのユダヤ人の

命を救ったとされる杉原千畝を湖

杉する坤とその記念樹を見ることができた｡tLll

ロックフェラー博物館イflJス委任扶治孜的によ

り】938年にiB放されたものであり､元はヨルダンの

背理にあったものである｡イスラエルにおける位も蛮要r

Al博物館といわれていたが､地下室がないため

､載旭を逝けるペく頚要/ifi科はイスラエル縛物

館に移管されてしまっている｡ここは聖跡考古学樽物蛤と



写X3 ロyク

7J.ラー細物師ものである｡イスラエルで見た

f･.V物即のLllで､唯一.ll恥qJrJ..博物

館で､giJ;亨E司且持物軒のように､展示T1枚より松村

のdi位で見せるというものであった｡逆にいえば､玄人受けする博物蛇であっ[=｡ここでは7

ir;の入学時代､考古学外.!F賦謡の教科.!F1.rlL絵でみ

たェリコiB跡.LLi土の､lコにnをはめ込んだ人JtTをIJ.ることができ

た｡151 -7レy･イスラエル博物軒テルアビブにあるl

司立件物虎で､ユyヤ教のri'tl｢)に唯一捌蛇していた博物

館である｡イスラエル博物館とFi)は､テーマ別に､石

器lキIW ､鞘軒､ガラス軒､LE統軒､ユダヤ輔等､tl

の,<ビ1)オ/に分かれて展示erfがiJ5ら､

h主外にもオリーブしぼりやL引行rE料としてのInilLなどが臓

′LJtされている｡+)器時代をテーマとしたitT

物では､入り口で説HJl.!fを借り､出る時に返すとい

うノステムを収っている｡人にiGわれた此fALどは

捻､矢や打=まrR物を壁面 に展示したものがあり､El本

でもこうした方法は読行している｡i色物はH々に淡lJJlを加えず

､I-･元で-1点して説明写暮4 jdよにふれる舵 写暮



写暮7 CtFf処LZEILいの^冶肘 (イケアル･7°/･セ

ノター)7ル ･アロンを記念する博物軒で､｢ガリラヤ地方の人1iilJをテーマに､恐､lFの時代からBl代までのガリラ
ヤ糊JIJ辺のJj三活をグラフィックとジ*ラマで紹介して

いる｡

ここの保護水軌こは
､
Ⅰ986年l JJの雨不足で湖の水

ク
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エ

玖

瓜郷舟
公
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はが3-4m
Fがった時に湖中から充Llされた た元前

操の木造船か保管されている｡
耗Iは】996年当時は保ft

処作中であり
､
見られるのは2iF_
後である とのことで

あった｡
この船に関するり糾ま恥.
冊Fのはかスライドフイ

ルム､
ヒデオテー7としてLBE･,'L.･
されており
､
Rpl=t古へ

のlFILを凶っている｡〝リラヤ糊JLl辺のみISらずイス
ラエルの'd地で一人のElJt.1
人にも出会わなかったにも

かかわらず
,
ビデオにLl本15版があり曳いた.

mェ/ゲプ軌 労博物n-f･

エソゲプ拭(行博物館′ト舶I乃な博物鮒であるが､非
糾̀ こユニ-クで､軌亡､fiTl11り展示かみも

のの樽物如,tである｡uリラヤ湖Au;王のキブノ･エソゲブは

､良男やiEねこ熊以外にt)観光レストランやtu光もIのj運航fjど多様Ii活

動を行っており､これら枠物

蛇もキプyによる活動の一

部である｡ キリスト
の伝浦の叩台となっLJガリラヤ湖で使われていLJもので､新約期中糊代の5子を伝える放生畠として四校的LJ注目を的めている｡この内接一九<六年'ガリラヤ柳の連辺で掬恥に発見されLf良さ九･二㍍､glI二二㍍の末適だが'宅

巧化が搬しく'九年もの間'
火tに満たされ左保存噂に
従けちれていたJC
一緒に埋まっていL
J
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写JtB 裡元展示されたJk造船 (ェン.ゲ1)

地元の歴史学-古メンデル･ヌン

氏が中心になって迷宮し､その奥さんであるゲ/7さんが

掃除を担当する｡全ての展示は下作りで､愛捕あふれる
展示であることが見て取れる｡ガリラヤ湖1.1辺の歴史

を扱う漁労博物RYとキプッの歴史を扱う民俗樽物蛇に分

かれている｡いくつ

かの研究羽立報告苔も英三吉とヘブライ語で出版 しているI

+'ど､特二托してb-くべき侍物館である｡2 博物戊の

在り方と展示手法fIti湖博物脈は､加悦的に

はイスラエルのLg立博物h-‖こ榊当する｡fE世瑚博物舵では

6,000m'もの展示両班を持つが､いかに米郎朝を

飽きさせないで見学 してbらい､展示のみならず博物RTの折活動に

参加し､ひいてはリピーターとなってもらえるかが瓢越の一つで

ある｡そうした意味で､ウィングに

分かれ､各氏■Iが相当な特色を

出すように努めている様子は一つのと/トに11る｡広い敷地が必班条件
になるが､一つの地物の小でもコーナーごとに独立感を出し､特徴をflFlLLIJ.

チことは可frEであろう｡-1J-では､まとまりも必丑だが､木棺の似合はテーマが一つ

である｡従って､自然史､歴史と民俗


